
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「家庭学習って何をすればいいの？」とこまっている人はいませんか？ 
何をすればいいのかは、人それぞれちがいます。家庭学習では、自分が苦手なことやもっと練習が必要なこと、も

っとくわしく知りたい、調べたいことに取り組みます。 
つまり、「どんな家庭学習をしようか？」ではなく「今、自分に必要な学習は何なのか？」を考えて取り組んでほしい

のです。家庭学習は、何より自分のために！！ 
 いくつか家庭学習のヒントをご紹介します。３年生の時よりもレベルアップを目指しましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【国語】 
・漢字練習・・・・・文作り、書き順や使い方をまとめることなどがおすすめです。 
・音読・・・・・・・・・お家の人に聞いてもらいましょう。コメントをもらったり、感想を書いたりしましょう。 
・視写・・・・・・・・・教科書の文をていねいに視写することで漢字の学習にもつながります。 
・言葉集め・・・・・テーマを決めて、思い付く言葉を書き出し、それをもとに一句作りもおすすめです。 
・意味調べ・・・・・身近で見聞きした意味の分からない言葉をすぐに調べることで力が付きます。 
・ローマ字練習 

【算数】 
・計算練習 
➡教科書の問題の解き直しや教科書最後の方にある「自分で取り組むページ」に取り組むのもおすすめです。 

・３年生までの復習（たし算・ひき算の筆算・分数・小数・かけ算の筆算など） 
・テストで間違った問題の解き直し（同じ間違いをしないためにも、もう一度解き直しましょう。） 

※問題などに取り組んだ時は、丸付けをして直すまでがその日の家庭学習です。 
【社会】 
・北海道調べ、日本の都道府県調べ 
・地図記号調べ ・名産品調べ ・世界の国旗調べ 

※学校で学習したことを自分なりにまとめるといいですね。                        

【理科】 
・季節ごとの生き物調べ ・星座調べ 
・天気による気温変化（新聞やニュースの情報をまとめる。） 

【その他】 

・調べ学習（チャレンジしてみよう！） 

（図鑑や辞典を使って、興味のあることを調べる。） 

※【調べたきっかけ】、【調べたこと】、【ふり返り】を書くといいですね。 

・ミニ新聞作り ・ミニ図鑑作り 
 
 

＜三つのルール＞ 

１、日にちと曜日を書こう…いつ何をしたのかきろくしておくために 

２、自分の生活リズムに合わせて取り組もう…決まった時間に取り組むなど 

３、習った漢字は使おう…使わないとわすれてしまいます 

４０分（学年×10分）を目標に 集中して取り組みましょう！ 

 

 

《 ノートまとめのポイント 》 
☆学習の積み重ねが分かるようていねいに書こう！ 
☆大事なキーワードは目立たせる！ 

 

 
かこみ 色 

線 

曜日 取組 

月 家庭学習 

火 宿題プリント（漢字） 

水 家庭学習 

木 宿題プリント（算数） 

金 家庭学習 

※曜日は、行事等の都合により変更になる場合もあります。 

家庭学習のすすめ 

家てい学しゅう 

用のノートを 

１さつじゅんび！ 

 

●置き勉について● 

４年生は、家庭学習などでも活用してほしいので、国語・算数の

教科書・ノートは、必ず持ち帰ることとなっています。図工は持ち

物の確認が必要なので、教科書は持ち帰ることとします。 

《置き勉 できるもの》 

・教科書（社会、理科、音楽、保健、外国語、書写、道徳） 

・ノート（社会、理科、道徳） ・地図帳 

●宿題・家庭学習カレンダー● 


